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千葉県での高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う野鳥緊急調査チームによる 

調査の結果続報について 

（H2６.１２.３ １７：００） 
 

 

 千葉県長生郡長柄町で採取されたカモ類糞便での高病原性鳥インフルエンザ

ウイルスの検出を受けて、11 月 23 日から 25 日に野鳥緊急調査チームを現地

に派遣し、現地の野鳥の生息状況などの調査を実施しました（調査結果速報につ

いては１１月２６日公表済）。このたび、検査中であった回収された死亡野鳥に

ついて、検査結果が出ましたので、以下のとおりその結果をお知らせします。 

 

１ 検査検体 

発生地点周辺半径 10 ㎞圏内で回収された死亡野鳥（ホシハジロ）1 体 

 

２ 検査結果 

１について、検査の結果、高病原性鳥インフルエンザウイルスは検出されませ

んでした。 

 

３ 今後の対応 

野鳥監視重点区域において、千葉県と連携し、引き続き野鳥の監視を実施。 

 

※ 環境省はホームページで野鳥における高病原性鳥インフルエンザに関する

様々な情報を提供しています。（http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/） 
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